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概要

このアプリケーションノートでは、1 本の Agilent SDV 1,000 Å カラムで、サイズが 3、5、および 10 µm 
の粒子を使用した場合の GPC/SEC 測定におけるオリゴマー分解能を比較します。また、3 本の SDV 
3 µm カラムセットを使って、ポリメタクリル酸メチル（PMMA）オリゴマーを分析し、その分離能力
と達成可能な分解能を示します。 

THF に含まれるオリゴマーと 
低モル質量ポリマーの GPC/SEC 分析

Agilent SDV 3 µm カラムでの高分解能
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はじめに

GPC/SEC カラムで小粒子を使用すると、間隙
容量が減少し、バンドの拡大を抑えられるた
め、分解能が向上します。粒子のサイズが小さ
ければ小さいほど、背圧が高まりますが、せん
断劣化のリスクがあるため、超高モル質量種
の分析ではこれを考慮する必要があります1。

しかし、オリゴマーと低モル質量サンプルの 
GPC/SEC 測定で、定義されたオリゴマーを高
分解能で分離することが必要な場合は、3 µm 
以下の小粒子のカラムを選択する必要があり
ます。

結果と考察

分子量 564 Da のポリスチレン（PS）オリゴ
マーの GPC/SEC の固定相として、粒子サイ
ズ 3、5、および 10 µm の SDV 1,000 Å カラ
ムを使用しました。図 1 は、結果として得られ
た溶出図の重ね表示です。

予想どおり、SDV カラムの粒子サイズが大き
くなるとともに、PS オリゴマーの分解能が向
上しています。3 および 5 µm カラムの溶出図
と比べると、分解能の向上がさらにはっきりし
ていて、分離されたオリゴマーの数も増えてい
ます。

図 1. PS Mw 564 Da の重ね表示（RI トレース、正規化後の検出器の反応）：SDV 3 µm 1,000 Å（黒色の線）、
SDV 5 µm 1,000 Å（青色の線）、SDV 10 µm 1,000 Å（水色の線）

表 1.機器およびサンプル条件

（SDV 3 µm カラムの数を増やして）分離距離
を延長し、流量を 0.5 mL/min に減らすと、
オリゴマー分解能がさらに向上します。例え
ば、SDV 3 µm 100 Å カラム 3 本とガードカ
ラム 1 本で構成される SDV 超低分子量コン
ビネーションを使って、低モル質量 PMMA サ
ンプル 4 個を分離すると図 2 のようになりま

す。モノマー単位 2、分子量 202 Da の単分
散オリゴマー P2 が参照用として含まれていま
す。PMMA サンプルでは、16 モノマー単位で
オリゴマー分解能は最大 P16 に達しました。 

実験方法

条件

ポンプ
イソクラティックポンプ 
流量：1.0 または 0.5 mL/min 
移動相：テトラヒドロフラン

注入システム
オートサンプラ 
注入量：20 µL

カラム

SDV 3 µm 1,000 Å、8 × 300 mm（p/n SDA0830031e3） 
SDV 5 µm 1,000 Å、8 × 300 mm（p/n SDA0830051e3） 
SDV 10 µm 1,000 Å、8 × 300 mm（p/n SDA0830101e3）

SDV 超低分子量コンビネーション： 
SDV 3 µm プレカラム、8 × 50 mm（p/n SDA080503） 
SDV 3 µm 100 Å、8 × 300 mm（p/n SDA0830031e2） 
SDV 3 µm 100 Å、8 × 300 mm（p/n SDA0830031e2） 
SDV 3 µm 100 Å、8 × 300 mm（p/n SDA0830031e2）

温度 23 ℃ 

サンプル濃度 1.5 mg/mL 

検出器 示差屈折率（RI）検出器

ソフトウェア Agilent WinGPC



結論
Agilent SDV 3 µm カラムの使用により、分
解能が大きく向上します。特に移動相として 
THF を使用し、オリゴマーと低モル質量ポリ
マーを GPC/SEC 分離するときに顕著です。
SDV 3 µm を 3 本セットで使用し、流量を減
らすことで、高解像度を達成できます。
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